
     必ずフィットチェックをしましょう。 

  (A) 手を用いた方法 
 吸気口を手でふさぐときは、押しつ 
けて面体が押されないように、反対の 
手で面体を押さえながら息を吸い、苦 
しくなれば空気の漏込みがないことを 
示す 

 次の(Ａ)、(Ｂ)の２つの方法があります 

出典『鉛作業主任者テキスト』(中央労働災害防止協会編) 

(B) フィットチェッカーを用いた方法 
 吸気口にフィットチェッカーを取り付けて 
息を吸うとき、瞬間的に吸うのではなく、 
2～3秒の時間をかけてゆっくりと息を吸い、 
苦しくなれば空気の漏込みがないことを示す 
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※１国家検定合格品を使用してください。 
※２国家検定合格品を使用してください。なお、がれき処理には有効ですが、石綿の除去等の作業には使用しないでください。 


